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標準混合溶液を用 い た標準ガス 調製法の 評価
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1．は じめ に 平成8年5月の 大気汚染防止法改正 に伴い、有害物質に対する取り組み が強化され、各自治体お

い て優先取り組み 物質22 物質の うち揮発性有害物質（VOCs ）として 9物質がモ ニ タリン グされ て い る 。
　VOCs を分

析するため に は標準ガス が必須である。 現在、これらの混合標準ガ ス は市販されているが、高価でかつ 使用保証期

間も1年 に限定される 。 そ こ で、必要な時に精度良〈、簡便 か つ 安価に標準ガス を調製で きる方法として 混 合（重量

比）標準溶液を用 い る方法に つ い て 検討した。本報告は参加 16 分柝機関の共囘実験の結果を取りまとめたもの で

ある。

2 ．方 法 各分析機関 に お い て常温 で 液 体の 7 物質 （Acrylonitrite，　 Dichloromethane
，
　 Chloroform，　 t，2−

Dichloroethane
，
　Benzene

，
　Trichloroethylene

，
　Tetrachloroethylene）につ い て混合標準液（重量比）を調製し、ガラ

ス 容器（容量 1〜2L ）に正確に注入し、気化して標準ガス とする。　GC 分析し、注入毎に各成分重量当たりの レス ポン

ス （R ＞を求め、GC へ のガス 導入操作の精度を評価する。 同様 に 3本 の ガラス 容器 に標準ガス を調製する。ガ ラス

容器毎に各成分 に つ い て R を求め、標準ガス 調製方法の 精度を検討する。 別途各分 析機関に配布した試料溶液に

より同様にして試料ガス を調製し、試料中各成分 の 含有量（％ ）或 い はガラス容器内の 濃度（ppm ）を求める。これ ら

実測値と理論値を比較して 試 料ガス 濃度 の 正 確度を評価する。

3．結果及び考察　　1） ガラス容器に調製した標準ガ ス （300ppm 程度）の 繰り返し分析精度に つ い て、その

相対標準偏差 （RSD ）が5 ％ 以 下 の 機関 の 数は 16 機関中9機関（9116）あり、大半 の機関 に お い て RSD は 596 以

下 であっ た。　 2）ガラス 容器（1 〜皿 ）に調製した標準ガス に つ い て成分重量 当たりの レ ス ポン ス の RSD が 10％

以 下 の機関の 数は 13 機関 G3t16）であり、 大半の 機関が 10％ 以下 の精度で 標準ガス が調製 できることが分か っ た 。

3）坊 熔 器に調製し T、bl。　Resul・。 。f・h。　rat・。 。・・h。 。b。，，、ed 。。 ncen ，，，ti。，（，，m ）t。　th。、c、1、、1。，。d 。，e 、，，h。
　gl。s、

　b。ttl。．
た成分 濃度の 理 論値に

対 す る実 測 埴 の 比 を

Table に 示す 。 異常値が

認 め られた 4機関（1，5，

8，11）の 結果 を除くと、

平均 値は 1．00〜t．02、

RSD は 3．9〜6．5％ で あ

っ た。 　 4）ガラス 容器

内で の 各成分 の 保存性

に つ い て 、 セ プタム と試

料ガス との 接触に つ い て

工 夫されたガラス 容器を

使用した場合、1週間程

度安定で あっ た 。

重 量比 混合 標準 液を

用 い て、比較的簡単か つ

精度よく標準ガスが調製

で きるこ とが示された。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「 Mean 　i＄ calculated 　except 　for　abnormai 　data　of　laboratories（No．　t，5，8，質 ）

　　　　　　　　　　　
’2　RSD 　i＄　calculated 　exeept 　for　abnormal 　data　ef　laboratories（No．　t，5，8，11）

Lab．　No．Acrylo鳴i虻rileDichioro ．

metha η eChlorofom112

−Dichloro−

　　EthaneBenzeneT

而chloro−

ethylene

τ¢ trachlorO−

ethyle 冂e

f 0，73 0．7ア 0，82 Oβ4 0β8 O．85， 0β5

2 α94 1．01 1．02 tO1 o、99 ↑．01 1．00
3 o．99 0．98 1、0筆 1．00 1．02 tGO 1．01
4 G．91 0．97 0．99 0．97 G．99 1，00 1．07
5
’

1，12 雪．12 1．雪7 1．肇5 1．↑8 1．18 0．57
6 1，00 o．99 1，00 0．99 1．01 1．00 1．00
7 1，05 1．00 1．04 tO5 1，06 1．04 1．05
8
鞠

1．32 t32 t35 霊．33 1．35 1，34 1，39
9 O，95 1．03 1、02 O，98 0，98 0．99 0．94
10 1，10 1．12 1．05 1，08 1．G3 1．D5 tO5
11
−

0，98 1．34 0、82 O，81 1．68 0．B5 o．44
12 o．99 0．99 1．00 Q，9B O，97 0．98 G、98
13 o，99 o．98 0．99 0．93 O．94 O．95 0．95
14 1．12 咽．08 1．10 1，1D 1．07 1．11 1．14
15 1．00 1．11 1．04 1．00 1，02 1．02 0．98
16 0．92 0．93 0．94 0．94 0．95 0．95 0、97
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